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平成 ２８年１１月４日

八幡地区（第２期）都市再生整備計画
平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 北九州市

・環境モデル都市における先進モデル地区の創造
・観光施設・文化施設の集積・機能の強化
・市民と協働によるまちづくりと、地域の連携の強化

（H23現況） （H26末） （H28末）
八幡東田地区の緑被率　

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1-A-1 都市再生 一般 北九州市 直接 1,354.5

合計 1,354.5

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考

1-B-1

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計

番号 備考

1-C-1

1-C-2

1-C-3

地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考
種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

Ａ’ 都市再生 一般 北九州市 直接 267 地域自主

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

環境首都を担う先進モデル地区としての整備を推進し、また、観光・文化施設の集積・機能の強化を図り、環境・観光・文化が融合した、市民（市民・企業・行政等）の協働による、多くの人が集う未来をつなぐまちづくりを目指す。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

16% 17% 18%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
1,354.5百万円 Ａ

1,354,5百万円
（うち提案事業分322.5百万円）

Ｂ 0 Ｃ 0
効果促進事業費の割合

0
（Ａ（提案分）＋Ｃ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

北九州市
八幡地区（第２期）都市再生整備計画事業
（社会資本整備総合交付金分）

道路、公園等　1427ha 北九州市

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

・・・

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

その他関連する事業

事業種別 事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

北九州市
八幡地区（第２期）都市再生整備計画事業
（社会資本整備総合交付金分）

道路、公園等　1427ha 北九州市

Ａ’
267百万円

（うち提案事業分　0百万円）
Ｂ’ 0 Ｃ’ 0 (C+C')/((A+A')+(B+B')+(C+C')） 0.0%



社会資本総合整備計画　参考図面
計画の名称 八幡地区都市再生整備計画（第２期）
計画の期間 平成24年度～平成28年度（５年間） 北九州市交付団体

（様式第８）

八幡地区都市再生整備計画事業（第２期）



交付金の執行状況
（単位：百万円）

H26 H27 H28

11.5 10.0 10.0

0.0 0.0 0.0

11.5 10.0 10.0

63.2 0.0 0.0

74.7 10.0

0.0 0.0

うち未契約繰越額
（g）

0.0 0.0

0.0 0.0

0.0% 0.0% 0.0%

― ―

※平成26年度以降の各年度の決算額を記載

翌年度繰越額
（ｆ）

不用額
（h = c+d-e-f）

未契約繰越＋不用率
（ h = (g+h)/(c+d) ）

未契約繰越＋不用率　が10％を超えている場合
その理由

配分額
（a）

計画別流用
増△減額
（b)

交付額
（c=a+b）

前年度からの繰越額
（d）

支払済額
（e）



都市再生整備計画（第４回変更）

北九州市
きた き ゅ う し ゅ う し
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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 1427 ha

平成 24 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成２３年度 平成２８年度

人/年 平成２３年度 平成２８年度

人 平成２３年度
平成２８年度
まで（累計）

2,500ワークショップなどの参加（延べ）人数
市民参加型の環境を考える場を設けることで、市民と協働による
まちづくりと、環境意識の向上を図っていく。

0

・一般的な市街地の緑被率22%に対して、東田地区は16%と低いため、官民協働で緑化に取り組む必要がある。
・いのちのたび博物館や環境ミュージアムなどの利用促進を図り、地区の回遊性を高める必要がある。
・環境首都を担う先進モデル地区として、緑化だけでなくヒートアイランド対策等においても、目に見える環境対策を実施する必要がある。
・八幡東田地区を中心に、周辺の都市公園や自然公園を一体的に整備を進め、緑の環境を感じることが出来る施設の回遊性を高める必要がある。

「世界の環境首都」を担う先進の環境共生型まちづくりを進めている八幡東田地区を中心に、「元気発信！北九州市」プラン（基本構想・基本計画）、「北九州市都市計画マスタープラン（全体構想）」等の上位、関連計画の将来像を踏まえて、「自然と人が
融合し環境未来都市を先導する緑の東田地区」の理念のもと、水や風、緑の効果を最大限に活用することにより、自然の中に人の生活や楽しみが生まれるなど、環境の時代を先導する緑の東田地区をつくる。
また、近代製鉄発祥の歴史を伝え北九州市の産業を紹介していくとともに、博物館などの展示施設や周辺の公園などとの回遊性を図り、自然と共生し、環境・情報・文化が融合した観光誘致を図る。

・『「元気発信！北九州」プラン（基本構想・基本計画）』では、　「世界の環境首都」として、低炭素社会の実現を図ることを施策の柱として掲げている。
・『北九州市都市計画マスタープラン（全体構想）』では、八幡地区を生活支援機能の充実やにぎわい空間の形成を図る「地域拠点」に位置づけ、東田地区を情報関連産業など新しい産業の集積を図る｢次世代産業拠点」に位置づけている。

指　　標

道路や公園、公共施設の駐車場などの公共空間において緑化を
促進し、ＣＯ２の吸収量を増加し、温暖化を緩和する。

16緑被率 八幡東田地区の緑被率

市民参加の取組み数

都道府県名 福岡県 北九州市 八幡地区（第2期）

計画期間 交付期間 28

観光施設・文化施設の集積・機能の強化を図り、各施設の利用率
を高めていく。

515,623

　　大目標：環境首都を担う先進モデル地区としての整備を推進し、また、観光・文化施設の集積・機能の強化を図り、環境・観光・文化が融合した、市民（市民・企業・行政等）の協働による、多くの人が集う未来をつなぐまちづくりを目指す。

　　 目標１：環境モデル都市における先進モデル地区の創造
　　 目標２：観光施設・文化施設の集積・機能の強化
　　 目標３：市民と協働によるまちづくりと、地域の連携の強化

《まちづくりの経緯》
・当該地区は、明治34年（1901年）官営八幡製鉄所（現在、新日鉄八幡）の創業以来、20世紀の日本の近代産業を支え、時代の先導役を担ってきた地域であるが、近年、産業構造の転換とともに、製鉄所においても未利用地が発生したことから、土地区画整理事業
により「スペースワールド」をはじめ、商業・業務・居住・文化といった複合的な都市機能を集積する新たな都市空間の形成に取り組んでいる。
・北九州市においては、八幡東田地区を会場として、環境を主要テーマとして掲げた「ジャパンエキスポ北九州博覧祭２００１」を開催し、廃棄物の減量、資源のリサイクル、製品のリユース等の取組みを行い、多くの成果を得た。
・当該地区は、博覧祭後、国の全国都市再生緊急措置「環境共生まちづくり」のモデル地域に選定され、「八幡東田地区グリーンビレッジ構想」を策定し、環境共生型のまちづくりを進めている。
・当該地区を含む小倉・黒崎・洞海湾臨海地区は、「地球温暖化対策・ヒートアイランド対策モデル地域」に指定されている。
・国の「次世代エネルギー・社会システム実証」地域として東田地区が選定され、八街区の低炭素化を実現する「北九州スマートコミュニティ創造事業」を推進している。

《現況》
・当該地区においては高度成長期に深刻化した公害問題を市民・企業・大学・行政が一体となって克服した経験が当該地区の公民協働の環境活動やまちづくりに活かされている。
・「環境ミュージアム」は、市民のための環境学習・交流総合拠点施設として、市民・ＮＰＯ等の環境教育、環境情報、環境活動のセンター的な機能を果たしている。また、ＳＨＩＮＥ博物館構想に基づき、自然史歴史（いのちのたび博物館）、産業科学（産業技術保存継
承センター）の博物館群が形成されている。
・当該地区は、従来から商業、業務、住居等の都市機能が立地・集積し、道路、水道、下水道等の都市インフラが充実しているものの、高齢化の進行が著しく、居住人口も減少している。

530,000

定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

18

観光・文化施設の来館者数
いのちのたび博物館・環境ミュージアム・帆柱ビジターセン
ターの年間来館者数



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

整備方針３（市民と協働によるまちづくりと地域の連携を強化し、利便性が高く住み続けたくなるまちをつくる）

・地域と交流の場を広げ、地域の連携強化を図る。
・公園施設の充実を図り、周辺住民の憩いの場を創出するとともに、観光客などが回遊できる施設の整備を進める。

■帆柱公園（基幹事業/公園）
■美術の森公園（基幹事業/公園）
■枝光公園（基幹事業/公園）
□八幡東田グリーングリッド推進事業（提案事業/地域創造支援）
□西本町児童館（基幹事業/高次都市施設）

・自然や歴史の学習拠点である自然史・歴史博物館（いのちのたび博物館）について、より多くの市民が来館し、自然史や環境に興味をもてるよう、展示方
法などの再整備を行い、学習機能の充実を図る。
・案内サイン板の整備を行うなど、広域観光施設や文化施設の回遊性を高める。
・公園施設の充実を図り、周辺住民の憩いの場を創出するとともに、観光客などが回遊できる施設の整備を進める。

■帆柱公園（基幹事業/公園）
■美術の森公園（基幹事業/公園）
■枝光公園（基幹事業/公園）
■帆柱自然公園展望台整備（基幹事業/地域生活基盤施設）
■帆柱自然公園園路広場・遊具整備（基幹事業/地域生活基盤施設）
□いのちのたび博物館再整備（提案事業/地域創造支援）
□近代化産業遺産ＰＲ事業（提案事業/地域創造支援）
□皿倉山社会実験イベント開催（提案事業/地域創造支援）

方針に合致する主要な事業

整備方針１（環境首都における先進モデル地区としての創造）

・八幡東区の東田地区において進めている北九州市スマートコミュニティ創造事業の取り組みの一つである「緑と自然」を活用した街づくりを行うため、公共
空間を緑豊かな環境整備を図っていく。
・交通結節点の整備や自転車通行空間の整備を行うことで、自家用車から公共交通機関や自転車など、環境にやさしい交通機関の利用促進を図り、CO2
の排出量を削減を行う。
・夏場など高温になりやすいアスファルト舗装に、保水性舗装を施工し、地球温暖化やヒートアイランドの対策を図る。

■枝光尾倉１号線〔自転車道〕（基幹事業/道路）
■枝光本町前田１号線〔自転車道〕（基幹事業/道路）
■枝光本町前田１号線他〔舗装〕（基幹事業/道路）
■枝光本町前田１号線他〔照明ＬＥＤ化〕（基幹事業/道路）
■八幡停車場線他〔照明ＬＥＤ化〕（基幹事業/道路）
■八幡東田グリーングリッド整備（基幹事業/高質空間形成施設）
□八幡東田グリーングリッド推進事業（提案事業/地域創造支援）

整備方針２（観光施設・文化施設の集積・機能の強化を図り、多くの人が訪れるまちをつくる）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業①社会資本整備総合交付金

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 北九州市 直 A=73,101㎡ H24 Ｈ25 H25 Ｈ25 8.0 5.0 5.0 5.0

北九州市 直 A=113,000㎡ H24 Ｈ28 H28 Ｈ28 40.0 36.0 36.0 24.0

北九州市 直 A=40,645㎡ H24 Ｈ25 H25 Ｈ25 20.0 10.0 10.0 10.0

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 北九州市 直 １箇所 H25 H25 H25 H25 21.0 21.0 21.0 21.0

北九州市 直 １箇所 H24 Ｈ24 H24 Ｈ24 9.0 9.0 9.0 3.0

高質空間形成施設 北九州市 直 A=162ha H24 Ｈ27 H24 Ｈ27 702.0 702.0 702.0 702.0

高次都市施設

地方都市リノベーション推進施設

生活拠点施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 800.0 783.0 783.0 765.0 …A'

基幹事業②地域自主戦略交付金
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
道路 北九州市 直 L=640m H24 H24 H24 H24 66.0 66.0 66.0 66.0

北九州市 直 L=1,120m H24 H24 H24 H24 25.0 25.0 25.0 25.0

北九州市 直 L=640m H24 H24 H24 H24 97.0 97.0 97.0 97.0

北九州市 直 L=6,100m H24 H24 H24 H24 40.0 40.0 40.0 40.0

北九州市 直 L=300m H24 H24 H24 H24 22.0 22.0 22.0 22.0

公園 北九州市 直 A=73,101㎡ H24 H25 H24 H24 8.0 3.0 3.0 3.0

北九州市 直 A=113,000㎡ H24 H28 H24 H24 40.0 4.0 4.0 4.0

北九州市 直 A=40,645㎡ H24 H25 H24 H24 20.0 10.0 10.0 10.0

河川

下水道

合計 318.0 267.0 267.0 267.0 …A''

※交付期間内事業期間は平成24年度以降を記載 ※H24以降を記載 ※H24以降分を記載

基幹事業　総計（①＋②）

総計 1,050.0 1,050.0 1,032.0 …A=A'+A''

0.4

　うち、社会資本整備総合交付金対象事業　計 1,087.5 　うち、社会資本整備総合交付金対象事業　計 435.0

　うち、地域自主戦略交付金対象事業　計 267.0 　うち、地域自主戦略交付金対象事業　計 106.8

交付対象事業費 1,354.5 交付限度額 541.8 国費率

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

帆柱公園

美術の森公園

枝光公園

帆柱自然公園展望台整備

帆柱自然公園園路広場、遊具整備

八幡東田グリーングリッド整備

枝光公園

住宅市街地
総合整備
事業

枝光尾倉１号線（自転車道）

枝光本町前田１号線（自転車道）

枝光本町前田１号線他（舗装）

枝光本町前田１号線他（照明LED化）

八幡停車場線他（照明LED化）

帆柱公園

美術の森公園

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

0.0

0.0



提案事業①社会資本整備総合交付金
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
北九州市 直 A=17,000㎡ H24 H25 H24 H24 300.0 300.0 300.0 300.0

北九州市 直 1式 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ24 Ｈ25 6.0 6.0 6.0 6.0

北九州市 直 1式 Ｈ24 Ｈ28 Ｈ24 Ｈ28 7.0 7.0 7.0 7.0

北九州市 直 1式 Ｈ24 Ｈ24 Ｈ24 Ｈ24 3.0 3.0 3.0 3.0

北九州市 直 A=297㎡ Ｈ26 Ｈ26 Ｈ26 Ｈ26 6.5 6.5 6.5 6.5

合計 322.5 322.5 322.5 322.5 …B'

提案事業②地域自主戦略交付金
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

合計 0 0 0 0 …B''
※交付期間内事業期間は平成24年度以降を記載 ※H24以降を記載 ※H24以降分を記載

提案事業　総計（①＋②）

総計 322.5 322.5 322.5 …B=B'+B''

合計(A+B) 1,354.5
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

北九州市 国土交通省 L=800m ○ ○ H18 Ｈ24 7,000

北九州市 国土交通省 L=2,136m ○ ○ Ｈ9 Ｈ30 16,118

合計 23,118

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

自然史歴史博物館 いのちのたび博物館再整備

東田グリーングリッド事業 八幡東田グリーングリッド推進事業

東田社会実験 近代化産業遺産ＰＲ事業

皿倉山社会実験 イベント開催

児童館 西本町児童館

まちづくり活
動推進事業

事業活用調
査

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

まちづくり活
動推進事業

細項目 うち民負担分

地域創造
支援事業

事業活用調
査

0

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

街路 戸畑大谷線（尾倉ランプ）

街路 ３号線



都市再生整備計画の区域

　八幡地区（福岡県北九州市） 面積 1,427 ha 区域
八幡東区尾倉、東田一～五丁目、白川町、諏訪一～二丁目、枝光本町、山王一～四丁目、藤見町、上本町一～二丁目、大
蔵一～三丁目、大蔵、高見一～二丁目、末広町、中央一～三丁目、西丸町、東丸町、景勝町、西本町三～四丁目、平野三
丁目、帆柱一～五丁目、東台良町、西台良町、花尾町、前田、戸畑区西鞘ヶ谷町

八幡東区

門司区

小倉北区

小倉南区

八幡西区

若松区

八幡地区



緑被率 （　％　） 16 （　23年度） → 18 （　28年度）

観光・文化施設の来館者数 （人／年） 515,623 （　23年度） → 530,000 （　28年度）

市民参加の取組み数 （　人　） 0 （　23年度） → 2,500 （　28年度）

（　23年度） → （　28年度）

　八幡地区（福岡県北九州市）　整備方針概要図

目標

環境首都を担う先進モデル地区としての整備を推進し、また、観光・文化施設の

集積・機能の強化を図り、環境・観光・文化が融合した、市民（市民・企業・行政
等）の協働による多くの人が集う未来をつなぐまちづくりを目指す。

代表的な
指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

◆基幹事業〔道路〕（一括）
枝光本町前田1号線他（舗装）

■基幹事業〔高質空間形成施設〕
八幡東田グリーングリッド整備

1km

◆基幹事業〔道路〕（一括）
枝光本町前田1号線他（照明ＬＥＤ化）

○関連事業
戸畑大谷線〔尾倉ランプ〕

□提案事業
いのちのたび博物館再整備

■基幹事業（地域生活基盤施設）
帆柱自然公園展望台整備

□提案事業
皿倉山社会実験（イベント開催）

◆基幹事業〔道路〕（一括）
枝光尾倉1号線（自転車道）

◆基幹事業〔公園〕（一括）
美術の森公園

○関連事業
３号線

◆基幹事業〔公園〕（一括）
枝光公園

□提案事業
近代化産業遺産ＰＲ事業

□提案事業
八幡東田グリーングリッド推進事業

◆基幹事業〔公園〕（一括）
帆柱公園

■基幹事業（地域生活基盤施設）
帆柱自然公園園路広場・遊具整備

◆基幹事業〔道路〕（一括）
枝光本町前田１号線（自転車道）

□提案事業
西本町児童館

◆基幹事業（道路）（一括）
八幡停車場線他（照明ＬＥＤ化）


